
 4 

 
序 
話 

 

二
一
世
紀
、
人
類
の
知
は
「
七
つ
の
成
熟
」
を
遂
げ
て
い
く 

 

『
田
坂
広
志 
二
一
世
紀
を
語
る
』
シ
リ
ー
ズ
三
部
作
の
第
一
作
、
『
田
坂
広
志
「
二
一
世
紀
の
資
本
主

義
」
を
語
る
』
で
は
、
二
一
世
紀
に
お
け
る
資
本
主
義
の
成
熟
と
進
化
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
っ
た
。 

そ
し
て
、
第
二
作
、
『
田
坂
広
志
「
二
一
世
紀
の
経
営
」
を
語
る
』
で
は
、
二
一
世
紀
に
お
け
る
企
業

経
営
の
成
熟
と
進
化
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
っ
た
。 

そ
こ
で
、
シ
リ
ー
ズ
の
第
三
作
の
本
書
で
は
、
資
本
主
義
や
企
業
経
営
、
さ
ら
に
は
、
民
主
主
義
や
社

会
生
活
の
根
底
に
あ
る
、
我
々
一
人
一
人
の
「
知
の
在
り
方
」
の
成
熟
と
進
化
に
つ
い
て
、
そ
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
語
ろ
う
。 

 

で
は
、
こ
れ
か
ら
、
我
々
の
「
知
の
在
り
方
」
は
、
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。 

ど
う
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。 

ど
の
よ
う
に
成
熟
を
遂
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。 

 

そ
の
こ
と
を
、
本
書
で
は
、
「
人
類
の
知 

七
つ
の
成
熟
」
と
し
て
述
べ
て
い
こ
う
。 

 

ま
ず
、
こ
の
序
話
で
は
、
そ
の
全
体
像
を
示
し
て
お
く
が
、
そ
れ
は
、
次
の
「
七
つ
の
成
熟
」
で
あ

る
。 

 

第
一
の
成
熟 

 

「
言
語
の
知
」
か
ら
「
暗
黙
の
知
」
へ 

第
二
の
成
熟 

 

「
分
析
の
知
」
か
ら
「
統
合
の
知
」
へ 

第
三
の
成
熟 

 

「
個
人
の
知
」
か
ら
「
集
合
の
知
」
へ 

第
四
の
成
熟 

 

「
管
理
の
知
」
か
ら
「
創
発
の
知
」
へ 

第
五
の
成
熟 

 

「
理
論
の
知
」
か
ら
「
行
動
の
知
」
へ 

第
六
の
成
熟 

 

「
理
性
の
知
」
か
ら
「
感
性
の
知
」
へ 

第
七
の
成
熟 
 

「
知
能
の
知
」
か
ら
「
知
性
の
知
」
へ 

 

各
話
で
の
説
明
に
入
る
前
に
、
冒
頭
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
、
短
く
述
べ
て
お
こ
う
。 
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第
一
は
、
「
言
語
の
知
」
か
ら
「
暗
黙
の
知
」
へ
の
成
熟
。 

 
こ
れ
か
ら
の
高
度
情
報
革
命
の
時
代
に
お
い
て
は
、
「
言
葉
で
表
せ
る
知
識
を
用
い
る
能
力
」
だ
け
で

な
く
、
「
言
葉
で
表
せ
な
い
智
恵
を
用
い
る
能
力
」
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
。 

 

第
二
は
、
「
分
析
の
知
」
か
ら
「
統
合
の
知
」
へ
の
成
熟
。 

 

こ
れ
か
ら
の
高
度
知
識
社
会
に
お
い
て
は
、
「
専
門
分
野
の
知
識
と
智
恵
を
獲
得
す
る
能
力
」
だ
け
で

な
く
、
「
異
分
野
の
知
識
と
智
恵
を
統
合
す
る
能
力
」
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
。 

 

第
三
は
、
「
個
人
の
知
」
か
ら
「
集
合
の
知
」
へ
の
成
熟
。 

 

こ
れ
か
ら
の
ネ
ッ
ト
革
命
が
深
化
す
る
時
代
に
お
い
て
は
、
「
個
人
の
知
識
や
智
恵
を
生
か
す
能
力
」

だ
け
で
な
く
、
「
集
団
の
知
識
や
智
恵
を
引
き
出
す
能
力
」
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
。 

 

第
四
は
、
「
管
理
の
知
」
か
ら
「
創
発
の
知
」
へ
の
成
熟
。 

 

こ
れ
か
ら
の
複
雑
系
社
会
に
お
い
て
は
、
「
既
に
世
の
中
に
存
在
す
る
知
識
や
智
恵
を
活
用
す
る
能

力
」
だ
け
で
な
く
、
「
未
だ
世
の
中
に
存
在
し
な
い
知
識
や
智
恵
の
創
発
を
促
す
能
力
」
が
重
要
に
な
っ

て
い
く
。 

 

第
五
は
、
「
理
論
の
知
」
か
ら
「
行
動
の
知
」
へ
の
成
熟
。 

 

こ
れ
か
ら
の
変
革
が
常
態
化
す
る
時
代
に
お
い
て
は
、
「
知
識
や
智
恵
を
用
い
て
理
論
を
生
み
出
す
能

力
」
だ
け
で
な
く
、
「
知
識
や
智
恵
を
用
い
て
行
動
を
生
み
出
す
能
力
」
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
。 

 

第
六
は
、
「
理
性
の
知
」
か
ら
「
感
性
の
知
」
へ
の
成
熟
。 

 

こ
れ
か
ら
の
高
度
な
直
観
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
お
い
て
は
、
「
理
性
を
使
っ
て
考
え
る
能
力
」
だ
け

で
な
く
、
「
感
性
を
使
っ
て
感
じ
る
能
力
」
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
。 
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第
七
は
、
「
知
能
の
知
」
か
ら
「
知
性
の
知
」
へ
の
成
熟
。 

 

こ
れ
か
ら
の
解
決
困
難
な
諸
問
題
が
山
積
す
る
時
代
に
お
い
て
は
、
「
問
題
に
正
確
な
答
え
を
出
す
能

力
」
だ
け
で
な
く
、
「
答
え
の
無
い
問
い
を
問
う
能
力
」
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
。 

 

そ
れ
で
は
、
次
話
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
、
さ
ら
に
詳
し
く
述
べ
て
い
こ
う 

     
 


